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第５章 四市町のまちづくりの課題 

わが国では、①車社会の進展等によって日常生活圏が拡大するとともに広域的行政課題が増大

し、現在の市町村の規模・面積等が人々の生活実態に合わないという側面が出てきています。ま

た、②地方への権限委譲がさらに進むため、市町村それぞれが行政機構や財政基盤を強化し、地

方分権に対応していく必要性に迫られています。さらに、③少子・高齢化や過疎化など人口構造

が急激に変化するとともに、景気低迷や巨額の負債等により国・地方の財政状況の悪化が予想さ

れ、市町村が将来にわたって健全な財政運営を図ることが重要になっています。 

一方、四市町では、基幹産業である農林水産業産品の価格低迷や後継者問題、環境問題、少子

化による生産年齢人口の減少、高齢化の進展、財政状況の悪化など、難しい課題に直面していま

す。 

そのため、四市町の歴史的･地理的・経済的な一体性のもと、住民のニーズの多様化に応じたき

め細かい住民サービスの展開と、住民の自主的なまちづくり活動の活性化を図り、こうした地域

課題を解決していくことが強く求められています。そのため、現在、四市町では合併協議会（法

定）を設置し、合併のメリット･デメリット、合併特例法の優遇措置などを検証して、四市町の合

併を研究・協議しています。 

四市町の合併は、①長期的な経常経費削減効果などにより行財政の効率化を図るとともに、②

広域的視点によるまちづくりの推進や合併による財政支援措置を活用した重点的な予算配分など

により、主要施策やサービスの充実を進め、③農林水産業を中心とする基幹産業の振興、さらに

基幹産業と観光の連携による地域のイメージアップを図ることが必要です。 

その一方で第４章において述べたように、合併によるデメリットとして住民が不安視している

事項について、新市の将来構想や建設計画などでその不安を払拭し、明るい新市のスタートが切

れるように努力しなければなりません。 

なお、以上の現況と課題から今後の方向性をフローで示すと次の通りです。 
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新市将来構想策定小委員会における検討･議論 

◎四市町の視察研究(タウンウォッチング) 

◎住民意識調査(高校生を含む)結果の分析 

◎ワークショップ 

◎電子メール等による意見の収集 

新   市   の   方   向 

四市町の現況と課題から今後の方向性への流れ 

 

 

 

四市町のこれまでのまちづくり   

「 四季彩・宇和島、交歓のまち 」   

吉田 町 ～ 「 自然とともに、暮らしを育むまち 」   

三間 町 ～ 「 豊かさと新しさが交差 ( クロス ) する   交流拠点の町 」   

津島 町 ～「 豊かな自然   あふれる笑顔   やすらぎの町   津島 」   

四市町のこれまでのまちづくり 

宇和島市～「四季彩・宇和島、交歓のまち」 

吉 田 町～「生活栽培タウン 吉田」 

三 間 町～「豊かさと新しさが交差(クロス)する 交流拠点の町」 

津 島 町～「豊かな自然 あふれる笑顔 やすらぎの町 津島」 

社会状況 

◎少子・高齢化の進行 

◎日常生活圏・経済圏の拡大と 

ＩＴの急速な発展 

◎広域的行政課題の増大 

◎財政の悪化と行財政改革の必要性 

◎地方分権への対応の必要性 

四市町がおかれた状況 

◎少子化による生産年齢人口減少 

◎高齢化の進展 

◎基幹産業の価格低迷 

◎住民の広域的活動の広がり 

◎財政状況の悪化 

合併のメリット 

◎行財政運営の効率化 

◎重点的な予算配分 

◎広域的な観点に立ったまちづくりの展開 

◎サービスの高度化・多様化 

◎住民の利便性の向上 

◎イメージアップ効果 

 

合併のデメリットと対応策 

◎住民サービス低下の防止 

◎中心部と周辺部・離島部との格差の解

消 

◎議員数の減少に対する公聴体制整備 

◎歴史・文化・伝統の継承とコミュニテ

ィーの振興 

 




